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（２）生活バランス 

①高齢者にとって、活動範囲の大きさによって経費も変わってきますが、最

低生活費をどこに設定するかです。収入を考えればある程度予想することが

できますが、そのことを考える時点で、無理をしない状態とはどこの範囲な

のかを検討する必要がでてきます。 

  収入が年金のみであれば、その年金は国民年金なのかそれとも厚生年金等

なのかでその額が大きく変わってきます。 

  一定の収入以外に預貯金等があり、それを繰り入れた生活ができるかによ

っても大きく変わってきますし、持ち家なのか借家なのかによっても変わっ

てきますし、自動車による生活があるのかどうかでも変わってきます。 

 ②健康状態によって支出面に大きな変化をもたらすことになります。そのこ

とで時間の消費の仕方についても制限がでてきます。その改善は簡単にでき

ないことが多いですから注意する必要があります。 

③継続した日常生活を送る上で何時も考えることは 

   安定した生活とは何か 

満足のある生活とは何か 

楽しい生活とは何か 

などですが、それを感じながら毎日の生活を過ごすことになると思います。 

  毎日毎日感謝の気持ちがなければ生活はできないし、明日に繋がらないも

のだと思います。自分の歴史は自分がつくるものですから、計画と実行であ

り、その中で確認があり修正があり、日々の生活がつくられていきます。 

 ④自分自身がどこまで生活できる能力があるのか、それはどこまで継続でき

るのかを検討することも必要です。 

  継続できない理由は何かを箇条書きで書いてみると、その理由が何かハッ

キリしてくるものと思います。金銭、介護等で何も考えなくて生活が出来る

人はごく一部の人です。 

  考えてハッキリすることで生活が楽しくなくなるという人がいますが、そ

れでは現実生活できませんし、人に頼った生活を前提にしたものの考え方で

す。今の社会は厳しいところが多いし、人に頼った生活では成り立たないし、

健康であればこそ、何とか生活が出来る世の中になっていると思われますし、

今後を当分続くものだと思います。 

 ⑤足元を安定させた生活が必要ですし、それは何かを考え行動してこそ何と

か楽しく生きていけることだとつくづく思います。趣味を持った毎日の行動、



夢を追い求める生活、満足を感じる毎日を目指していきることが大切です。

他人を頼らない生活を目指してどこまでいけるのか、そのことに挑戦する姿

勢が続くことです。 


